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木質材料、紙・パルプ研究分野以外の関心分野・テーマ

セルロースナノファイバーとは、幅4-15nmのと
ても微細な繊維であり、地球上すべての植物に含ま
れる無尽蔵な天然資源です。

2000年頃、世界に先駆けて日本から、セルロー
スナノファイバーの研究開発はスタートしました。
日本の研究者がこの分野を牽引し、ナノファイバー
の製造方法、ナノファイバーの機械的特性など多く
の研究成果が報告されています。そして2008年、
私達は、このナノファイバーを使って「透明な紙」を
つくることに成功しました。現在は、新たなセルロー
スナノファイバー材料の開発、透明な紙を用いた電
子機器：ペーパーエレクトロニクスの研究を行って
います。

特徴・独自性

これまで私達は、セルロースナノファイバーや透
明な紙の研究を行ってきました。木材を熟知し、そ
れら材料特性を自由に操ることで、高透明性・高耐
熱性・高絶縁性など特徴を見出し、ペーパーデバイ
スへの応用を提案してきました。一方で、木材由来
の高性能ナノファイバー素材；セルロースナノファ
イバーは、そのポテンシャルを完全に発掘されてい
ません。そこで、木材やセルロースナノファイバー
を軸とし、多方面の分野において21世紀型持続性
材料の開発を行いたいと考えています。

研究の先に見据えるビジョン

ナノテクノロジー・材料 ペーパーエレクトロニクス、サステイナブル材料

土に還る生分解性センサー

透明な紙

ナノセルロースを用いたペーパーデバイスの未来
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